
 

 

 

 

 

 

２月２２日は「にゃん・にゃん・にゃん」の語呂合わせで「ねこの日」とされています。 

図書室にも「ねこの本」を集めた展示コーナーを設けました。当初ねこの本を数冊ピック

アップして並べて置いたところ、「この本にもねこが出てくるよ」「ライオンもねこの仲間

だから一緒に並べておこう」と、私よりも図書室の本に詳しい子ども達。あっという間に

たくさんの本が揃い、賑やかなコーナーになりました。また、折り紙でねこを折って図書

室に飾りました。表情豊かなねこの顔は、見ているだけで癒されます。 

私がねこの絵本のなかで最も好きな本は『１１ぴきのねこ』（馬場の

ぼる/著、こぐま社）。１１ぴきののらねこは、いつもお腹がぺこぺこで

した。湖に魚が住んでいることを聞きつけ、力をあわせて念願だった

大きな魚を捕まえます。帰るまでは食べないように約束をしますが、

お腹が空いたのらねこたちは…。何とも憎めないねこたちの様子がか

わいい 1 冊です。他にシリーズ本もありますので、ぜひあわせてお読

みください。 

 

 

 

お聞かせください 

◎ 保護者の皆さんのおすすめの本を紹介してください。子ども向けでも、大人向けで

もかまいません。次号で特集したいと考えています。おすすめの本とその理由を下

記に書いて、子ども達を通して担任の先生に３月１０日（木）まで提出してくださ

い。よろしくお願いします。 

 

お名前                         ※匿名・ペンネームでも可 

おすすめの本の題名 

おすすめの理由またはその本との思い出・エピソード 

 

学校司書より図書室の様子をお知らせ  


